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1） N. smithiによる Rhizophora stylosa, Bruguiera















































































極海の面積 2033万 km2の 2.24倍に相当する。
このように，マングローブの落葉由来タンニンから土
壌溶出される年間溶存鉄量は世界の海洋生産性に大きな
影響を与えるだけのポテンシャルを秘めている。本研究
で得られた成果により，マングローブの価値は益々見直
されるだろう。
審査報告概要
本研究は，熱帯亜熱帯沿岸域のおけるマングローブの
葉中タンニンの生態内動態と溶存 Fe供給に係わる役割
を明らかにすることを目的とし，マングローブに生息す
る植食性のカニの生態と，林床土壌中におけるマング
ローブの葉中タンニン及び溶存 Feの動態について検証
を行ったものである。
その結果，マングローブの葉中タンニンが塩水条件下
においても，マングローブの林床土壌から溶存 Feの溶
出を促進する可能性を示した。また，植食性のカニがマ
ングローブの葉を選択的に摂食するという行為から，葉
中タンニンと林床土壌との接触機会を増加させ，溶存
Feの溶出を促進させる可能性を示唆した。さらに宮古
島のマングローブ生育域における表流水中の溶存 Fe含
有率は，マングローブの非生育域に比較し有意に高く，
タンニン含有率と有意な正の相関が見られた。水中の溶
存 Feの機能を確認するために珪藻を培養し，試薬タン
ニン酸と FeCl3を用いた実験から「マングローブの葉中
タンニンと林床土壌中の Feとの反応で土壌より溶出し
た Feが，植物プランクトンへの Fe供給として重要で
ある」との説を支持する結果を得た。これらのことから
マングローブの存在が植物プランクトンを含む沿岸域の
生態系を形成している機構を明らかにした。これらの成
果は，世界のマングローブの溶存 Fe の推計やマング
ローブの環境保全機能の再評価に寄与するものである。
よって，審査員一同は博士（環境共生学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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